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平成２６年１０月 １日

高校生による橋梁点検 体験実習を開催

国土交通省では、インフラの維持管理・更新等を着実に推進するべく、中長期的な取組

の方向性を明かにするため、インフラ長寿命化行動計画を策定しました。

行動計画では、メンテナンスサイクル（点検→診断→措置→記録）を構築・継続的発展

させることが示されており、現状把握のための点検の技術向上が求められております。

上記を踏まえ、山形県道路メンテナンス会議庄内地区会議では、道路インフラのメンテ

ナンスに関わりを持つことが期待される高校生を対象に、維持管理の現状や老朽化対策に

ついて理解を深めていただくため、身近な橋梁における橋梁点検体験実習を開催します。

【橋梁点検 体験実習】

■日 時：平成２６年１０月 ７日（火）

１６時００分～１７時００分

■参 加 者：山形県立酒田光陵高等学校３年生 １０名程度

■点検橋梁：国道７号新井田川橋（下り線側）

■ｽｹｼﾞｭｰﾙ：１６：００ 酒田河川国道事務所大会議室にて説明

１６：２５ 橋梁点検開始

１６：５５ 橋梁点検終了・講評

１７：００ 解散 ※時間は目安です

■実習内容：①橋台のひび割れ状況確認及び、点検ハンマーによる打音点検

②橋梁点検車を使用した、床版のひび割れ状況確認、及び点検

ハンマーによる打音点検

③桁及び支承の腐食状況確認

【取材について】

■駐車スペース確保のため、車でお越しの際は、あらかじめご連絡を

お願いします（酒田河川国道事務所に駐車いただきます）

■足元が悪い状況でも支障とならないよう、長靴等を各自でご準備願います

発表記者会：酒田記者クラブ、鶴岡記者会、

ＦＭ山形、酒田ＦＭ、コミュニティしんぶん

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所

道路管理課長 加藤 恒 TEL ０２３４－２７－３３３１（代表）

山形県立 酒田光陵高等学校

環境技術科 教諭 伊藤 克之 TEL ０２３４－２８－８８３３（代表）



位 置 図

新井田川橋現況写真

側 面 橋梁点検車による点検(Ｈ 21 点検時）







平成26年7月1日に、道路の維持・修繕に関する具体的な基準等を定めるため、「道路法施行規則の一部を改正する省令」（国土交通省）を施行


